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	1		ねらいと進め方の説明
今日は、多くの人が経験をしている運動会の昼食の持ち方をテーマに、
社会的格差がある中での平等とは何か、考えたいと思います。

運動会の昼食は、学校によって、家族がお弁当を持ってきて運動場で
お重を囲んで昼食をとるというところもあれば、子どもたちは教室で給
食を食べるというところもあるようです。

今日は、皆さんの体験や感覚をフルに活かしながら、話し合っていきましょう。

導	入

15
分

5
分 	2		ウォーミングアップ

5分  ［ペア・コミュニケーション］
今から2人で対話をするために、向かい合ってペアを作りましょう。で
はまず、こちらの方とこちらの方で、向かい合ってペアを作ってみてく
ださい。このように、他の皆さんも向かい合ってペアを作ってくださ
い。どうぞ。

モデルを示してから全体に動いてもらう。

ねらい

キーワード

90分
運動会の昼食　弁当？	給食？
－社会的格差と平等－

流れ（時間配分も含む）

場の設定

ウォーミングアップの流れを
確認しておき、次第に今日
のテーマに焦点化していく。

①運動会の昼食の持ち方をテーマに、社会的
格差がある中での平等とは何かを考える。

②現実として、いろいろな家庭環境や経済状況
からくる社会的格差がある中で、それを「見
えなくする」ことではなく、どのような手だ
てが妥当なのかを考えたり、格差を越える
別の方法を考えることを経験する。

社会的格差、結果の平等

最初は机なしの講演会• 
形式。�������������������������
※机は後で使うので会場の
　横にたたんで置いておく。
すぐにペアで対話ができ• 
るよう、座席は２の倍数
で列を作っておく。
前に「社会的格差があ•  
る中での平等とは何
か」と書くか貼っておくと
よい。

●参加者の中から2人にモデ
ルをお願いし、視覚的に説
明するとよい。

●適宜42ページも参考に
する。
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対話をする順番、時間、テーマは、こちらで決めます。まず、向
かって右側の方から、1人30秒ずつお話してもらいます。では、最
初のテーマは、「大好きなおにぎりの具」です。最初は「こんにちは」
と握手をしてから始めてください。

時間はすべての質問で、３０秒×２回＝１分
１）大好きなおにぎりの具は何ですか？
　★ペアを交代してもらう。
　　片側の方が1つずつ後から前にずれる。

２）遠足の時、よく持っていったおやつといえば？
　★を繰り返す。

３）運動会のお昼は、どうしていましたか？

10
分

10分  ［イラストで考える　ー今どきのお弁当事情ー］
１）�さて、今どきのお弁当事情ってどんなふうになっているのでしょう
か？�今、インターネットで検索すると、お弁当のレシピ集や画像
がたくさん出てきます。ここに3種類のお弁当のイラストがありま
す。いずれも学校の運動会でのお弁当のイラストです。

　資料のイラストを前に貼る。

行楽海苔弁
当

395円 激安
！

　
�２）�今からペアを合体して４人グループになってもらいます。自己紹
介をしてから、今どきの学校の運動会でのお弁当事情について
話し合ってください。

メイン
45
分

20
分 	3		運動会の昼食　弁当？	給食？	

20分  ［グループ討議］
１）�それでは、これからある小学校の運動会の昼食の持ち方について
考えてもらいたいと思います。各グループに２枚ずつワークシー
トを配付します。ワークシート①は「4つの案」、ワークシート②は
「状況設定カード」です。

　 ワークシート①は各グループに配付する。

　 �ワークシート②はＡ～Ｄを切り取って、各グループに違うカードを
配付する。

●手の込んだ弁当、ふつうの
手作り弁当、コンビニ弁当
のイラストを用意しておく。

●学校で見た話、聞いた話
なども含めて、今どきの学
校の運動会でのお弁当事
情について思うことを聴き
あってもらう。

●「家族で食べて、親が来ら
れない子は学校で先生と
食べているらしい」「最近の
親が作るキャラクター弁当
はやりすぎだ」「運動会なの
にホカ弁を持たされてくる
子やパンの子もいるらしい」
「家族で食べるのは無く
なっているらしい」など、さ
まざまな意見が予想され
る。

●参加者が少ない場合はグ
ループの人数を減らす。1
グループ3〜 5人が望まし
い。

●説明は5分以内で。グルー
プ討議に15分残しておく。

●まずは誰にでも話しやすい
話題から始める。明太子、
シャケ、ツナマヨ、チャー
ハンなど、実に多様な好
みがあることが分かる。

●学校の行事と食べ物の
関係を思い出してもらう。
「キャラメル」「ポテトチッ
プ」「グミ系のお菓子」など、
世代による違いがあった
り、おやつ禁止だった人も
いることが予想される。

●いよいよ、今日のテーマに焦
点化。朝から場所取りをして
家族とお重を囲んだという
人もいれば、学校の教室で
みんなで給食を食べていた
という人もいる。世代や地
域による差異がみえてくる。
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２）�ある小学校で、運動会の昼食の持ち方について話し合いが行われて
います。運動会の昼食時に、保護者が来られなかったり、お弁当を
持って来られない子どもがいるのです。その対応策について、学校の
教諭が以下の4つの案を考えました。ワークシート①を見てください。

　 ワークシート①の4つの案を読んで簡潔に紹介する。

３）�次に、状況設定カードを見てください。あなたのグループは、Ａ〜Ｄ
のいずれか１つの小学校区の状況設定カードを受け取っています。今
日は、校区のＰＴＡの方から意見をいただくことになっています。皆さ
んは、ＰＴＡの代表として今から話し合い、4つの案のうちどれが最も
適切だと思うか考え、学校に提案してください。学校には地域性があ
り、同じ課題を抱えていても、その解決の方法はさまざまです。その
小学校区のＰＴＡであることを踏まえて、話し合ってください。

４）�ここで、話し合いの仕方について説明します。みなさんに「司会者」
「報告者」「記録者」「盛り上げ役」のいずれかの役割になっていただき
ます。

報告者は、あとでグループの話し合いのまとめを発表していただき
ます。報告者は、①まず、あなたの小学校区の番号（Ａ〜Ｄ）と校
区の紹介をしてください。②次に、選んだ番号とその番号を選んだ
理由を説明してください。③最後に、話し合いの中でおもしろかっ
たエピソードを紹介してください。

白紙とマーカーを配付するので、記録者は①②③について、簡潔に
大きな字で書いてください。盛り上げ役は、ある時は聴き役になっ
たり、ある時は反対意見を述べてみたりして、グループの話し合い
が活性化するようにしてください。では、それぞれの役割を決めたら、
司会者を中心に話し合いを進めてください。

40
分

20分  ［各グループからの発表］
１）�ここで、各グループに全ての状況設定カード（ワークシート②）を配付
します。実は、ＡからＤの小学校は、それぞれ次のような地域の状況
を抱えています。

　 ここでワークシート②を配付し、Ａ～Ｄの小学校区の状況を簡潔に説明
する。

２）�さて、このような条件の下、各グループはどのような結論を出したので
しょうか？　今から、各グループから、学校への提案意見として何番を
選んだのか発表してもらいます。

３）�報告者は、２分以内で、①まず、あなたの小学校区の番号を言ってく
ださい。②次に、選んだ番号とその番号を選んだ理由を説明してく
ださい。③最後に、話し合いの中でおもしろかったエピソードを紹介
してください。

●説明は、社会的背景に関
する情報なので、しっかり
と伝える。

●結論を紹介するだけでは
なく、選んだ理由や話し
合いのプロセスで出てき
たエピソードを丁寧に紹介
してもらうようにする。

●この段階では、各グ
ループは自分の小学校
区の状況しか知らない。
発表のときに、他のグ
ループの状況設定を知
ることになる。

●4つの役割や3点の報告
ポイントを前に書いてお
くとよい。
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●�校区の社会的背景によっ
て、昼食の持ち方に関する
考え方が異なってくること
に気づく。また、他の校区
の状況であれば、どうした
らよいのか考えるグループ
も出てくると予想される。

●コメントは、グループでの
ふりかえりの様子を見なが
ら、その場にふさわしいコ
メントに変化させる。

2323

４）記録者は、紙をホワイトボード（壁）に掲示してください。

60
分

5分  ［グループでのふりかえり］

１）�各グループの発表を聞いて気づいたことを、各グループで話し
合ってください。

２）２〜３グループに話し合ったことを発表してもらいます。

つなぐ
25
分

65
分 	4			新しいアイデアを考えよう！！

5分   校区の社会的背景によって、考え方が異なってくることに気づいたと思い
ます。子どもの暮らしの中には、現実に社会的格差があります。そして、
それは子ども自身が解決できることではありません。

親が運動会に来なかったり、コンビニ弁当しか持って来られないの
は、もちろんその子のせいではありません。一方、運動会に来ない
（来られない）、コンビニ弁当を子どもに持たせる親が悪いのかとい
うと、一方的に決めつけられない深い事情がある場合も多いでしょ
う。また、親の問題だけでは解決できない問題をはらんでいる場合
もあるでしょう。

また、中国や東南アジアなどから日本に来られた方の場合、中国や
東南アジアには「弁当」と言う習慣がないため、保護者の方は弁当作
りにとても苦労されるようです。

このような現実に対して、私たちはどのように向き合ったらよいの
でしょうか。また、どのような配慮や手だてが適切なのでしょうか。
もっと一人ひとりが大切にされる昼食の時間、みんなが気持ちよく
その時間を過ごせる昼食の時間はどんなものなのか、各グループ
でもう一度話し合ってみてください。

10分 ��時間は10分間差し上げます。新しい白紙を配付しますから、簡潔に�������
　書いてください。

5分  ［各グループから発表］
�各グループから1分以内で発表してください。

85
分

5分  ［おわりに］
各グループから面白いアイデアが出てきましたね。
現実として厳しい社会的格差がある中では、例えば「持ってこられない
子どもがいるから、一律に全員教室で給食にする」ことは、1つの解決
の方策です。しかし、社会的格差の現実を「見えなくする」ことを安易
に求めてしまう危険性もあります。

●まったく新しいアイデアで
も良いし、4つの案に工夫
を加えることもできること
を伝える。

以下のようなユニークな
アイデアが登場すること
もある。
お弁当の枠を越えて、お弁• 
当作りをコンテスト形式に
する。
飯合炊さんのように皆でカ• 
レーを作る。
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一方、「大多数の子どもが持って来られるのだから、一律に親と一緒に弁
当を食べる」とすることは、子どもの気持ちや子どものおかれた状況に対
する配慮に欠けていると言わざるを得ません。

生活状況や生活習慣の違う人も、一緒に参加できる方法を皆で新たに考
えていくことが必要ではないでしょうか。

　� 準　備　物 �
　●ワークシート①　4つの案　　　　各グループ２枚
●ワークシート②　状況設定カード　・�グループ討議用に各グループに

違うカード2枚
　　　　　　　　　　　　　　　　・�各グループからの発表時に各グ

ループ1枚
●資料　お弁当のイラスト3種類
　（手の込んだ弁当、ふつうの手作り弁当、コンビニ弁当）
　※会場の後ろからでも見えるように大きめに拡大する
●Ａ３白紙　各グループ3枚　　
●マーカー（赤・黒・青セット）�　各グループ1セット　　
●タイマー
●ホワイトボードとホワイトボード用マーカー
●マグネットまたはセロテープ

終	

了




